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１．はじめに 

筆者は青少年のための理科教育活動として，工作や実験

などの出前授業を中心とした活動などを平成 14年度から

実施し，文献１），２），３），４），５）などに報告をした．

出前授業は，自然科学や技術の楽しさと面白さを知っても

らうこと，地域への貢献，地域との連携を推進することな

どを目的とし，長野高専の取り組みとして平成14年10月

から実施されてきているものである．なお，本報告におけ

る出前授業とは，長野高専の取り組みである出前授業の一

部として筆者が実施したものに限ることとする． 

平成18年度において筆者は，19件の出前授業と1件の

小中学校教職員を対象とした研修会を実施した．  

２．平成18年度の出前授業 

筆者は平成 18年度において出前授業のテーマとして次

の7つを用意した． 

１）びっくり！超低温実験ショー 

２）めざせ！技術者・科学者 あなたの進路は？ 

３）たのしい科学工作や実験をしてみよう 

４）移動技術科学館 

５）コンピュータで電車を運転してみよう 

６）ふしぎ？科学マジック 

７）飛べ！ ペットボトルロケット 

各テーマ別の実施件数を表1に示す．「びっくり！超低温実

験ショー」は5件実施され，最も多く依頼があったテーマ

である．続いて，「ふしぎ？科学マジック」および「たのし

い科学工作や実験をしてみよう」を4件実施した．また，

「移動技術科学館」および「飛べ！ ペットボトルロケット」

は3件の実施であった．「めざせ！技術者・科学者 あなた

の進路は？」および「コンピュータで電車を運転してみよ

う」は依頼がまったくなく実施されなかった． 

平成 18年度に筆者が実施したすべての出前授業の実施

日，出前先，内容，対象者などを表2に示す．出前授業の

総実施件数は合計19件であった．出前授業の依頼機関別の

実施件数は，養護学校が2件，中学校が1件，小学校が6

件，小学校PTAが2件，児童クラブが3件,公民館・育成会

が4件，ガールスカウトが1件であった．昨年度までに比

べ，小中学校およびPTA以外の機関からの実施依頼が増加

してきている傾向がある． 

３．工作実験材料の配布 

出前授業などの理科体験において興味をもった子供たち

が，自宅で自発的に工作や実験をできるように工作や実験

の材料と説明書を理科体験の最後に配布することを平成

表1 各テーマの実施件数 

テ ー マ 名 
実施

件数 

１）びっくり！超低温実験ショー 5 

２）めざせ！技術者・科学者 あなたの進路は？ 0 

３）たのしい科学工作や実験をしてみよう 4 

４）移動技術科学館 3 

５）コンピュータで電車を運転してみよう 0 

６）ふしぎ？科学マジック 4 

７）飛べ！ ペットボトルロケット 3 

合      計 19 
 * 電気電子工学科准教授 
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18年度から試み始めた． 

現在，工作実験材料の配布は「ふしぎ？科学マジック」

の場合にだけ行っているが，他の出前授業や理科教育活動

においても開発し配布をしていく予定である． 

「ふしぎ？科学マジック」において配布しているものは，

「指で押すと沈む魚（浮沈子）」と「見つめるとゆれるふり

こ」の材料と説明書である．それぞれ「ふしぎ？科学マジ

ック」の出前授業の中で実演したマジックの道具である．

出前授業の時間が90分以上使用できる場合は，工作実験材

料を用いてマジックグッズをマジックの実演に続いて子供

たちに実際に作ってもらっている． 

「指で押すと沈む魚（浮沈子）」は水を満杯にしたペット

表2 平成18年度に実施した出前授業 

実 施 日 テ ー マ 出前先 内   容 
講 

師 
対 象 者 

平成18年7月11日（火） ふしぎ？科学マジック 長野市立古牧小学校

ＰＴＡ 

科学の原理を用いたマジックの実演 古川 小学 1～3年

生･422名 

平成18年7月13日（木） びっくり！超低温実験ショー 長野市立古牧小学校

ＰＴＡ 

液体窒素を用いた様々な低温実験の

実演と参加者による実験 

古川 小学 4～6年

生･367名 

平成18年7月 18日（火） ふしぎ？科学マジック 栄村立北信小学校 科学の原理を用いたマジックの実演 古川 小学 3～4年

生･26名 

平成18年 7月 20日（木） 飛べ ペットボトルロケット 長野市立芋井小学校 ペットボトルを用いた水ロケットの
製作 

古川 小学4年生･9
名 

平成18年8月4日（金） びっくり！超低温実験ショー 長野市立古里公民館 液体窒素を用いた様々な低温実験の

実演と参加者による実験 

古川 小学3～6年生

および中学
生･30名 

平成18年 8月4日（金） びっくり！超低温実験ショー 信田児童クラブ 液体窒素を用いた様々な低温実験の

実演と参加者による実験 

古川 小学 1～6年

生･50名 

平成18年 8月 5日（土） 移動技術科学館 飯山市公民館 ・超低温実験ショー 
・動く汁わんの秘密 

・クリップモータを作ろう 

・手まわし発電でゴー！ 

古川 
大澤 

渡辺 

秋山 

小学 3～中学
生･30名 

平成18年 9月27日（水） びっくり！超低温実験ショー 飯山市立飯山小学校 液体窒素を用いた様々な低温実験の

実演と参加者による実験 

古川 小学 4～6年

生･23名 

平成18年10月4日（水） 飛べ ペットボトルロケット 古里地区地域子ども
教室 

ペットボトルを用いた水ロケットの
製作 

古川 小学 4～6年
生･35名 

平成18年10月11日（水） 移動技術科学館 小諸市立千曲小学校 ・マジックグッズをつくろう 

・どこまで上がるか？ポンプの水！！ 

・ドライアイスで遊ぼう 
・炭で電池をつくろう 

・びっくり！超低温実験ショー 

・手まわし発電でゴー！ 
・形状記憶合金で遊ぼう 

古川 

戸谷 

永藤 
鈴木 

原田 

秋山 
北村 

小学 3～6年

生･133名 

平成18年10月13日（金） たのしい科学工作や実験をし

てみよう 

南牧村立南牧中学校 針金モーターを作ろう 古川 中学生･35名 

平成18年10月18日（水） 飛べ ペットボトルロケット 古里地区地域子ども

教室 

ペットボトルを用いた水ロケットの

製作 

古川 小学 4～6年

生･35名 

平成18年11月11日（土） ふしぎ？科学マジック 中御所育成会 科学の原理を用いたマジックの実演 古川 小学1～6年生
及び保護者･

80名 

平成18年 11月14日（火） たのしい科学工作や実験をし

てみよう 

佐久市立高瀬小学校 紙コップスピーカを作ろう 古川 

 

小学6年生･38

名 

平成18年11月 26日（日） ふしぎ？科学マジック ガールスカウト長野

11団 

科学の原理を用いたマジックの実演 古川 年長・小・中・

高・成人･100

名 

平成18年11月29日（水） たのしい科学工作や実験をし

てみよう 

長野県長野養護学校 針金モータを作ろう 古川 

 

 

高等3年生･44

名 

平成18年12月6日（水） たのしい科学工作や実験をし

てみよう 

長野県長野養護学校 ふしぎ?科学マジック 古川 

 

 

高等3年生･44

名 

平成18年12月13日（水） びっくり！超低温実験ショー 上田市立豊殿小学校 液体窒素を用いた様々な低温実験の
実演と参加者による実験 

古川 小学6年生･66
名 

平成19年3月１0日（土） 移動技術科学館 丹波島育成会書道 ・びっくり！超低温実験 

・ショー炭で電池をつくろう 
・回るものの不思議 

・水を吸う不思議な粉と人工イクラ 

古川 

鈴木   
奥村  

板屋  

小学3年生～6

年生および保
護者･80名 
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ボトルの中に口が開いた魚形のしょう油さしにおもりをつ

けた浮沈子を封入した科学おもちゃである．完成した浮沈

子を図1に示す．ペットボトルを指で押すと浮沈子は圧力

により空気の体積が縮むため浮力が減少し下に沈む．ペッ

トボトルから指を離すと浮沈子は空気の体積が元に戻るた

め浮力が回復し上に浮く．浮沈子の材料は，図2に示した

魚形のしょう油さし1個とおもりとなる6mmナット1個で

ある．これと一緒に図3に示した作り方の説明書を配布す

る． 

「見つめるとゆれるふりこ」の完成品を図4に示す．ビ

ー玉をおもりにつけた長さが異なる3本の振り子を棒に縛

りつけたものである．棒を手に持って3本の振り子のうち

いずれか1つの振り子を見つめながらその振り子の揺れに

視線を合わせていると共振現象により，その見つめている

振り子だけがの揺れが大きくなってくるという科学おもち

ゃである．この「見つめるとゆれるふりこ」の配布材料は，

図5に示したビー玉3個とたこ糸約1mである．これと一緒

に図6に示した作り方の説明書を配布する． 

材料はチャック付きビニル袋に入れてを配布をする．

「指で押すと沈む魚（浮沈子）」と「見つめるとゆれるふり

こ」の材料を袋に入れたものを図7に示す．また，説明書

に指示を記してあるが，必要な材料となるもののうち配布

していない材料がある．全材料を指導者側で用意して渡し

図1 「指で押すと沈む魚（浮沈子）」の完成品

図2 「指で押すと沈む魚（浮沈子）」の材料 図3 「指で押すと沈む魚（浮沈子）」の説明書

(a) 表 面 

(b) 裏 面 
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てしまうよりも，不足しているものを自宅で自分で考えて

集めることが一つ学習であると考えたためである．  

４．小中学校教職員研修会 

伊那市近隣の小中学校教職員の集まりである中部教職員

会が主催する小中学校教職員向けの教育研究会「講座別学

習会」の講師として平成19年1月24日に招かれた.「わく

わくサイエンス体験で科学を伝えよう」と題した体験型の

研修会を行った．研修時間は80分であった．研修会の最初

30分間において，筆者が行ってきた理科教育活動を紹介し，

その後の50分間で液体窒素を用いてできる実験を紹介し，

実際に体験していただいた．参加者は28名であった． 

５．まとめ 

平成14年から，出前授業を中心に青少年に対する理科教

育活動を行ってきた．平成18年度は工作実験材料を配布す

る工夫を新たに始めた．また，小中学校の教職員に対して

理科体験の研修会を開催した．今後も一層，未来の技術者・

科学者を育成するために理科教育活動を充実していきたい． 
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図4 「見つめるとゆれるふりこ」の完成品 

図6 「見つめるとゆれるふりこ」の説明書 

図5 「見つめるとゆれるふりこ」の材料 

図7チャック付きビニル袋に入れた材料 


